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論文内容の要旨
システムの特性を確定したり所望の目的に合うように改善したりすることが困難な場合がある。例えば、
対象とする特性が概端な非線形特性をもっ場合、作業員の判断特件ーのように複雑な組み合わせ要素を合む
特性をもっ場合などである。このようなシステム特性の確定や改善を実現する一手法として「学習」が注
目されてきた。すなわち、システムの出力の-部を検出し、これらからシステムの特性を「学習Jによっ
てI/浪1)評価することで、特性確定や改善を行うことができるo
本論文は、システムの特性を確定したり所望の目的に合うように改善する手法としての「学習jの能力
を評価し、また、重要な産業的課題のひとつである宵動化プロセスにおける、従来、容易に確定、改善、
できなかったシステム特性の確定、改善手法を確立するため、ニューラルネットワークの学習機能を系統
的に検討し、システム特性の実現手法の提案し、それらを自動化プロセスへ応用することによって、その
有用性を考察した成果を7章にまとめたものである。
ニューラルネットワークを憎いて、このような問題を解くためには用いるべき学習アルゴリズムの選釈
と決定を行わなければならないが、学習によるシステム特性の実現のためのアルゴリズムは一意的に決定
できず、対象とするシステムとニューラルネットワークの特性に大きく依存する。一方、用いるべきニュー
ラルネットワークの特性も対象とするシステムに依存することが明らかとなった。
したがって、代表的な課題をとりあげることとし、第3章では非線形特性をもっシステムの問題として、
誘導モータの起動特性をとりあげ¥帰還路にニューラルネットワークを挿入することによって改善を行い、
起動特性のような時系列非線形特性についてのニューラルネットワークの学習能力と改善手法を示した。
次に、複雑な組み合わせ要素を含む特性の確定問題としては、第4章でエネルギーメータの目視校正プ
ロセス、また、第5章でCRTの目視色むら検査プロセスをとりあげた。まず、作業員を含むシステムモ
デルを実現し、このモデル上で所望の機能をもっニューラルネットワークと学習アルゴリズムを実験的に
決定する手法を提案し、実現したシステムと現実のシステムの特性を比較検討した。さらに第6章におい
て、複雑な組み合わせ要素を含む特件ーをもっシステムについてのニューラルネットワークの能力を岡帰分
析法と比較し、提案した手法の有同性を評価した。
論文診査の結果の要旨
学予?地能をもっ数少ないシステムのひとつであるニューラルネットワークはパックプロパゲーションな
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どの構成法が確立されて以来、新しい領域への応用が試みられつつある。
木論文は時系列特性の改善問題と人間の感性による作業の自動化問題という新しい領域でのニューラル
ネットワークの導入手法を提案し、具体的なシステムについて検討した研究成果をまとめている。
時系列特性の改善問題としては誘導モータの起動特性の改善問題をとりあげているo誘導モータは保守
が容易である長所を持ちながら、負荷により起動特性が大きく変化し、その変化が伺々のモータによって
異なるなどの短所をもつため、応用領域が制限されてきた。この短所を誘導モータシステムの帰還系にニュー
ラルネットワークを挿入し、所望の起動特性を学習させることで、所定のモータシステムの起動特性を改
善する乙とができる手法を提案し、起動特性という時系列特性をニューラルネットワークによって所望の
時系列特性に変換できることを示すとともに、具体的な誘導モータシステムに適用することで、その有用
性を示した。
次に、生産現場の熟練作業員の感性によって行われているメータの校正の自動化問題とCR1'表示シス
テムの色むら検査の自動化問題をとりあげ、ニA ーラルネットワークによる自動化手法を挺案した。後者
においては、まず、標準となる色むら発生装置を提案し、試作した色むら発生システムによって熟練作業
員の感性をニューラルネットワークに学習させた。そして、学習したニューラルネットワークを組み込ん
だ検査システムの検査結果と実際の熟練作業員の評価とを比較することによって学習内容を改善する手法
を提案し、実用に用いることができる単声色むらについての自動検査システムを実現することによって、
その手法の角ー用性を明らかにした。
以上のように、本論文はニューラルネットワークを用いた時系列特性の改善問題および人間の感性によ
る作業の自動化問題についての一手法を提案し、その有用性について示しており、これらの成果は制御工
学ひいては電気工学に寄与するところが大きい。したがうて、本論文の著者は、博 t:CL学)の学位を受
ける資格を有するものと認める。
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